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２ 文学 

＜フランス古典主義＞ 

（        ）…フランスの悲劇作家。古典主義を創始。『ル=シッド』。 

（        ）…フランスの喜劇作家。風刺の鋭い作品が多い。『人間嫌い』。 

（        ）…フランスの悲劇作家。古典主義を大成。『アンドロマク』。 

 

＜イギリス文学＞ 

（        ）…ピューリタン革命を熱烈に支持した。『      』。 

（        ）…ピューリタン革命に兵士として参加した。『      』。 

（        ）…『            』で、孤島に流された主人公が、

信仰によって生き抜く姿を描いた。 

（        ）…『          』に出てくる空想の国によって、イ

ギリスの現状を激烈に批判した。 

 

 

 

 

 

 

３ 音楽 

（        ）…バロック音楽。ドイツの音楽家で、近代音楽の確立者。 

プロイセンのフリードリヒ大王と親交があった。 

（        ）…バロック音楽。ドイツの音楽家で、イギリスに渡って宮廷音 

楽家として活躍した。 

（        ）…古典派音楽。オーストリアの音楽家で多くの名曲を残した。 

ハイドン   …古典派音楽。オーストリアの音楽家で交響曲の父と呼ばれた。 

 

 

 

・絶対王政期のヨーロッパでは、16世紀末から 18世紀初頭にかけて、躍動的で豪壮な

（      ）式が、美術・建築・音楽などの主流となった。 

・美術や建築では、18世紀半ばから繊細で優美な（      ）式が生まれた。 

・文学では、形式美を重んじる（        ）がフランスで確立された。 

・中国の影響を受けて、中国風のデザインであるシノワズリが流行した。 

 

ピューリタン文
学を代表する人
物。クロムウェ
ルの秘書を務
めた。失明後、
口述筆記で『失
楽園を書いた。 
 

ものすごい数の交響
曲を作った。ただ一般
人にはなじみが薄い。 
現在のドイツ国歌は、
ハイドンがオーストリ
アの国歌として作曲し
たものである。 

バッハに対して、「音
楽の母」と呼ばれる
こともある。 
サッカーファンなら
誰でも知ってるあの
曲の原曲を作ったこ
とで知られる。 

ピューリタン革命
に参加したため、
王政復古後は、
何度か投獄され
た。 
本職は聖職者で
ある。 
 

誰もが読んだことのある
話だが、原作はかなり深
く、イギリス社会に対す
る皮肉と批判に満ちてい
る。大学生になったら、
ぜひ原作を読んでみてく
ださい。すごく深いです。 

ミルトン                    バンヤン                    『ガリヴァー旅行記』の挿絵 

ヘンデル                     モーツァルト                          ハイドン 

才能は抜群だったが、晩
年は収入が減り、浪費と
ギャンブルに苦しんで借
金を求める手紙も残され
ている。35 歳の若さで病
死した。第 100 回のプリ
ントを見よう。 



４ 絵画 

（        ）…フランドル派。雄大で豪壮な画風で知られる。 

           「レウキッポスの娘たちの略奪」、「キリスト降架」。 

（        ）…フランドル派。イギリスのチャールズ１世に仕えた。 

   

（        ）…オランダ画派。鮮やかな青で知られる。「真珠の耳飾りの女」。 

（        ）…オランダ画派。光と影の画家と評された。オランダ市民の肖

像画や数多くの自画像をのこした。「     」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（        ）…ギリシア生まれの画家で、スペインのトレドで活躍した。 

（        ）…17世紀のスペインを代表する宮廷画家。「ラス=メニーナス」。 

ムリリョ   …ベラスケスの弟子で、写実的な画風で知られた。 

 

（        ）…フランス人で、ロココ絵画を代表する画家。 

「シテール島の巡礼」や「ジル」で知られる。 

ブーシェ   …フランス人。ポンパドゥール夫人の支援でロココ絵画を描いた。 

フラゴナール  …フランス人で、ロココ絵画を描いた。代表作「ぶらんこ」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 建築 

（         ）…フランスの（      ）が、パリ郊外のヴェルサイユ

に建設した。（      ）式の代表。 

（         ）…プロイセンの（          ）が、ベルリン郊外

の（      ）に建設した。（     ）式の代表。 

シェーンブルン宮殿 …ハプスブルク家がウィーン郊外に建設したロココ式の宮殿。 

多くの受験生が、
ファン=アイク兄弟
と混同するが、別
人である。 
本人いわく、この
絵を描いた時、す
でにチャールズ１
世の処刑を予感し
ていたとか。まあ
嘘ですね（笑） 

アントウェルペンの
大聖堂にある。 
『フランダースの犬』
でネロが見たかった
絵は、この絵であ
る。 
十字架から降ろさ
れるイエスが描か
れている。 
 
 

「夜警」については、
第 94回のプリントに
も載っている。 
「夜警」以降は人気
を失い、愛人から訴
えられたり、借金を
抱えたりの悲惨な
晩年となった。 
 
 

「ブレダの開城」は、私
が高校生のころの『世
界史詳覧』に大きく載
っていたので、本物を
見たときは感動した。 
ただ「ラス =メニーナ
ス」の方が有名。 
ベラスケスを見るな
ら、マドリードのプラド
美術館に行くべき。 
 
 

エル=グレコとは
「ギリシア人」の
意である。 
暗く印象的な色
使いの絵で、人
物は縦に細長く
描かれるのが特
徴。神秘的という
より不気味な印
象を受ける。 
 
 

ルーベンス作「キリスト降架」     ファン=ダイク作「英国王チャールズ１世の肖像」        レンブラント作「自画像」 

エル=グレコ作「受胎告知」               ベラスケス作「ブレダの開城」    「ラス=メニーナス（女官たち）」 


